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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 183,911 6.2 9,741 7.7 9,248 5.1 5,933 3.6

30年3月期第2四半期 173,125 7.9 9,045 13.4 8,798 22.1 5,726 43.0

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　2,659百万円 （△60.5％） 30年3月期第2四半期　　6,735百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 26.37 26.31

30年3月期第2四半期 25.29 25.22

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 330,990 150,795 45.2

30年3月期 331,686 151,121 45.2

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 149,726百万円 30年3月期 150,082百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

31年3月期 ― 16.00

31年3月期（予想） ― 16.00 32.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 407,000 5.5 31,500 11.2 31,000 11.1 20,600 12.7 91.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 235,000,000 株 30年3月期 235,000,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 10,020,599 株 30年3月期 10,019,997 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 224,979,663 株 30年3月期2Q 226,387,930 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（業績予想に関する記述等についてのご注意）

　本資料の予測には、発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれており、実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素により、
記載の予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　 四半期決算補足資料は、四半期決算短信とあわせて、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取巻く外部環境は、国内では、建設市場は堅調であるものの、

需給逼迫により物流費や外注人件費が引き続き上昇局面にありました。米国では、新築住宅関連、個人消費は底堅く、

欧州では、ドイツ市場が弱含みであったものの、市場全体としては堅調に推移しました。また、米国の新たな通商政

策を巡り各国との間で対立が予想されるなど、世界経済の先行きに不透明さが続く状況となりました。

このような環境下、当社グループは、長期経営ビジョン「三和グローバルビジョン２０２０」第二次３ヵ年計画

「グローバル・メジャーとしての競争力を強化する３ヵ年」の最終年度を迎え、国内においては、既存事業の強化、

連携による事業強化・拡大、防火設備の新しい検査・報告制度への対応に引き続き注力するとともに、新大阪工場を

稼動させ、多品種化製品の供給力強化を図りました。米国では、中核事業のドア事業における代理店・販売店向けの

支援強化や製品別チャネル戦略を通じての基盤強化並びにシェア拡大に努めました。欧州では、本年１月にボルト

ン・ゲート・サービス社を買収し、英国でのサービス事業を強化するとともに、ノルスード社とのシナジー効果創出

や戦略製品であるドックレベラーの拡販に注力し、産業用ドア事業の更なる拡大に努めました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、前年同四半期比6.2％増の183,911百万円となりまし

た。利益面では、営業利益は、前年同四半期比7.7％増の9,741百万円、経常利益は、前年同四半期比5.1％増の9,248

百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比3.6％増の5,933百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に売上債権の回収や棚卸資産の増加等により、前連結会計年度末と比

べ696百万円減少し330,990百万円となりました。負債は、主に仕入債務の減少や前受金の増加等により、前連結会計

年度末と比べ369百万円減少し180,194百万円となりました。純資産は、主に利益剰余金の増加と為替換算調整勘定の

減少により、前連結会計年度末と比べ326百万円減少し150,795百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比べ横ばいに推移し45.2％となりました。

　

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

888百万円増加し50,151百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における区分ごとのキャッシュ・フローの状

況は以下のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の計上に加え、主に売上債権の回収により8,433

百万円の資金増加（前年同四半期連結累計期間は13,202百万円の資金増加）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に固定資産の取得により7,306百万円の資金減少（前年同四半期連結累計

期間は6,098百万円の資金減少）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に借入れによる収入と配当金の支払により８百万円の資金減少（前年同

四半期連結累計期間は11,534百万円の資金減少）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年５月14日に公表致しました平成31年３月期の連結業績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,208 34,214

受取手形及び売掛金 78,379 70,556

電子記録債権 9,292 7,698

有価証券 21,199 16,199

商品及び製品 10,529 9,074

仕掛品 21,747 29,256

原材料 21,146 21,970

その他 5,211 7,021

貸倒引当金 △1,383 △1,344

流動資産合計 195,331 194,646

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 18,649 19,848

土地 18,591 18,454

その他（純額） 20,524 20,533

有形固定資産合計 57,765 58,836

無形固定資産

のれん 7,401 7,529

その他 17,073 17,399

無形固定資産合計 24,475 24,928

投資その他の資産

投資有価証券 41,905 40,075

退職給付に係る資産 6,139 6,320

その他 6,379 6,476

貸倒引当金 △311 △293

投資その他の資産合計 54,114 52,578

固定資産合計 136,354 136,344

資産合計 331,686 330,990
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 50,300 47,709

1年内償還予定の社債 550 550

短期借入金 5,847 7,973

1年内返済予定の長期借入金 10,266 9,403

未払法人税等 4,883 2,976

賞与引当金 5,904 5,401

その他 35,345 37,728

流動負債合計 113,098 111,743

固定負債

社債 31,500 31,500

長期借入金 17,782 19,431

役員退職慰労引当金 357 279

退職給付に係る負債 13,289 12,854

その他 4,536 4,386

固定負債合計 67,465 68,451

負債合計 180,564 180,194

純資産の部

株主資本

資本金 38,413 38,413

資本剰余金 39,902 39,902

利益剰余金 67,403 70,379

自己株式 △8,988 △8,989

株主資本合計 136,731 139,707

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,583 3,126

繰延ヘッジ損益 △134 △112

為替換算調整勘定 11,558 8,371

退職給付に係る調整累計額 △1,656 △1,365

その他の包括利益累計額合計 13,350 10,019

新株予約権 213 231

非支配株主持分 825 838

純資産合計 151,121 150,795

負債純資産合計 331,686 330,990
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 173,125 183,911

売上原価 122,556 129,986

売上総利益 50,568 53,925

販売費及び一般管理費 41,523 44,183

営業利益 9,045 9,741

営業外収益

受取利息 156 262

受取配当金 149 177

有価証券売却益 0 -

その他 160 109

営業外収益合計 466 549

営業外費用

支払利息 290 332

持分法による投資損失 109 352

その他 313 357

営業外費用合計 713 1,042

経常利益 8,798 9,248

特別利益

固定資産売却益 300 43

投資有価証券売却益 - 1

段階取得に係る差益 36 -

特別利益合計 337 45

特別損失

固定資産除売却損 156 35

投資有価証券売却損 2 -

投資有価証券評価損 0 0

子会社事業再構築費用 25 101

関係会社整理損 12 20

その他 2 37

特別損失合計 199 196

税金等調整前四半期純利益 8,936 9,097

法人税等 3,158 3,106

四半期純利益 5,778 5,991

非支配株主に帰属する四半期純利益 52 57

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,726 5,933
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 5,778 5,991

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,987 △458

繰延ヘッジ損益 △2 22

為替換算調整勘定 △1,387 △3,050

退職給付に係る調整額 418 290

持分法適用会社に対する持分相当額 △58 △135

その他の包括利益合計 957 △3,331

四半期包括利益 6,735 2,659

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,682 2,645

非支配株主に係る四半期包括利益 52 13
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,936 9,097

減価償却費 3,595 3,856

のれん償却額 777 781

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） △259 △446

退職給付に係る負債及び資産の増減額 577 △33

受取利息及び受取配当金 △305 △440

支払利息 290 332

持分法による投資損益（△は益） 109 352

段階取得に係る差損益（△は益） △36 -

売上債権の増減額（△は増加） 9,919 10,663

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,281 △9,262

仕入債務の増減額（△は減少） △1,511 △2,216

その他 3,352 762

小計 18,137 13,440

利息及び配当金の受取額 266 419

利息の支払額 △253 △327

法人税等の支払額 △4,948 △5,098

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,202 8,433

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1,817 △8

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 90 1,001

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△491 △1,478

固定資産の取得による支出 △4,254 △6,818

貸付けによる支出 △505 △935

貸付金の回収による収入 403 117

その他 476 816

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,098 △7,306

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,375 2,578

長期借入れによる収入 4,562 1,849

長期借入金の返済による支出 △10,622 △1,060

自己株式の純増減額（△は増加） △4,871 △0

配当金の支払額 △2,974 △3,374

その他 △4 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,534 △8

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53 △230

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,484 888

現金及び現金同等物の期首残高 56,290 49,263

現金及び現金同等物の四半期末残高 51,805 50,151
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

当社グループのIFRS適用子会社は、第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号（顧客との契約から生じる収

益）を適用しております。この結果、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微でありま

す。

なお、IFRS第15号の適用については、IFRS第15号の経過的な取扱いに従って、第１四半期連結会計期間の期

首において、累積的影響額を利益剰余金に加減しております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 計

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

外部顧客への売上高 89,619 53,192 30,280 173,092 32 173,125

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 17 49 69 △69 ―

計 89,621 53,210 30,330 173,161 △36 173,125

セグメント利益
又は損失(△)

7,040 2,808 840 10,689 △1,644 9,045

(注) １ 調整額の内訳は、以下のとおりであります。

(1)売上高

・その他の売上高 32百万円

・セグメント間取引消去 △69百万円

(2)セグメント利益又は損失（△）

・その他の利益 32百万円

・全社費用 △899百万円

・のれんの償却額 △777百万円

・セグメント間取引消去 △0百万円

その他の内容は、管理業務に伴う付随的な活動によるものであります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費などであります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 各報告セグメントに属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

北米…アメリカ、カナダ、メキシコ他

欧州…ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、イギリス他

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 計

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

外部顧客への売上高 92,046 55,753 36,078 183,878 33 183,911

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 10 20 31 △31 ―

計 92,046 55,763 36,099 183,909 1 183,911

セグメント利益
又は損失（△）

6,787 3,311 1,250 11,350 △1,608 9,741

(注) １ 調整額の内訳は、以下のとおりであります。

(1)売上高

・その他の売上高 33百万円

・セグメント間取引消去 △31百万円

(2)セグメント利益又は損失（△）

・その他の利益 33百万円

・全社費用 △860百万円

・のれんの償却額 △781百万円

・セグメント間取引消去 △0百万円

その他の内容は、管理業務に伴う付随的な活動によるものであります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費などであります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 各報告セグメントに属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

北米…アメリカ、カナダ、メキシコ他

欧州…ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、イギリス他

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2018年10月24日 11時23分 10ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）


